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　「おたしべ」を長い竹先に束ね、幟を立て両手を斜め左右上方に、交互
に振り上げ踊りこんでいく。同時に歌にあわせて踊り子も登場。�
肩落とし・6人がらみ・虚無層踊りと、三とおりの踊りを披露。�
120年続いている伝統芸能、入佐棒踊り。�
�
　今まで、苦労に苦労を重ねて伝授・伝承している棒踊りです。�
町内唯一の郷土芸能入佐棒踊り、昭和52年からは東昌小学校の児童に
も伝承を始めました。�

のぼり�

伝承・・・・・棒踊り�
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地方消費税交付金�
　8,454万円（1.0%）�
地方譲与税�
　5,464万7千円（0.7%）�
地方特例交付金�
　2,694万1千円（0.3%）�
ゴルフ場利用税交付金�
　2,479万9千円（0.3%）�
自動車取得税交付金�
　1,513万9千円（0.2%）�
利子割交付金�
　803万7千円（0.1%）�
交通安全対策特別交付金�
　158万6千円（0.0%）�

一般会計歳入　81億1,531万3千円�

自 主 財 源�
32億3,649万4千円�
（39.9%）�

依 存 財 源�
48億7,881万9千円�
（60.1%）�

町　　　税�
7億1,568万1千円�
（8.8%）�

繰　入　金�
7億8,679万6千円�
（9.7%）�

そ　の　他�
17億3,401万7千円�
（21.4%）�

地方交付税�
19億7,689万7千円�
（24.4%）�

町　　　債�
15億5,370万円�
（19.1%）�

県 支 出 金�
5億342万5千円（6.2%）�

国庫支出金�
6億2,910万8千円�
（7.8%）�

そ　の　他�
2億1,568万9千円（2.6%）�

町税歳入の内訳�

町 民 税�

固 定 資 産 税�

軽 自 動 車 税�

町 た ば こ 税�

合　　　計�

金　　　額�

276,624

372,783

25,576

40,698

715,681

構成比（％）�

38.6

52.1

3.6

5.7

100.0

税　　　目� 町民一人当たり�

21,987

29,630

2,033

3,235

56,885

（単位：千円）�

　
一
般
会
計
歳
入
の
主
な
内
訳
は

表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
町
税
は
、

町
民
税
の
減
と
評
価
替
え
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
家
屋
の
減
額
な
ど

に
よ
り
、
３
・
９
％
の
減
、
地
方

交
付
税
も
８
・
８
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
寄
附
金
は
松
栄
台

土
地
区
画
整
理
組
合
及
び
鹿
児
島

県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
の
開
発
協

力
金
が
６
５
６
・
０
％
、
国
庫
支

出
金
の
42
・
０
％
増
、
県
支
出
金

の
33
・
３
％
増
と
総
体
で
39
・
１

％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

平成15年度決算�

松
元
町
の
決
算
を
公
表
し
ま
す�

松
元
町
の
決
算
を
公
表
し
ま
す�

　
９
月
定
例
議
会
で
、
平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 �

　
15
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
が
81
億
１
、

５
３
１
万
３
千
円
、
歳
出
総
額
で
７
８
億
８
、
９
６

８
万
６
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
２
億
２
、
５
６
２

万
７
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

歳
入�

寄附金�
　13億6,222万8千円（16.8%）�
使用料及び手数料�
　8,444万9千円（1.0%）�
繰越金�
　2億776万2千円（2.6%）�
財産収入�
　1,042万5千円（0.1%）�
分担金及び負担金�
　5,290万1千円（0.7%）�
諸収入�
　1,625万2千円（0.2%）�

総
額
78
億
８
、９
６
８
万
６
千
円
を
支
出�

人口は平成16年３月末�
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性質別�目的別�

義務的経費�
19億9,497万6千円�
（25.3%）�

人件費�
8億7,762万円�
（11.1%）�

公債費�
7億4,972万6千円�
（9.5%）�

普通建設事業費�
30億9,635万1千円�
（39.2%）�

物件費�
6億1,306万8千円�
（7.8%）�

その他�
11億1,680万3千円�
（14.1%）�

投資的経費�
31億969万円�
（39.4%）�

衛生費�
10億9,805万円�
（13.9%）�

土木費�
13億55万5千円�
（16.5%）�

教育費�
15億1,867万8千円�
（19.3%）�

民生費�
7億4,062万8千円�
（9.4%）�

農林水産業費�
5億7,964万8千円�
（7.3%）�

公債費�
7億4,979万3千円�
（9.5%）�

総務費�
16億2,515万5千円�
（20.6%）�

その他�
27億8,502万円�
（35.3%）�

災害復旧事業費�
1,333万9千円�
（0.2%）�

扶助費�
3億6,763万円�
（4.7%）�

積立金�
10億5,514万9千円�
（13.4%）�

一般会計歳出　78億8,968万6千円�
　
歳
出
総
額
78
億
８
、
９
６
８

万
６
千
円
は
、
前
年
比
で
40
・
２

％
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
市
町
村
合
併
対
策
事
業
費
を
始
め
、

民
生
費
で
、
社
会
福
祉
・
老
人
福

祉
・
児
童
福
祉
の
各
種
事
業
の
継

続
や
障
害
者
等
の
施
設
入
所
に
係

る
制
度
改
正
に
よ
る
新
規
事
業
の

推
進
等
、
福
祉
の
充
実
で
中
央
公

民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
春
山

児
童
ク
ラ
ブ
設
置
、
教
育
費
で
は
、

松
元
中
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
、
屋
内

運
動
場
新
築
事
業
。
ま
た
、
多
目

的
ド
ー
ム
（
茶
山
ド
ー
ム
ま
つ
も
と
）

建
設
事
業
等
で
し
た
。�

　
そ
の
他
、
町
単
独
に
よ
る
ハ
ウ

ス
施
設
の
整
備
、
担
い
手
育
成
畑

地
帯
総
合
整
備
事
業
、
ガ
ー
デ
ン

ヒ
ル
ズ
松
陽
台
に
関
連
し
ま
す
都

市
再
生
推
進
事
業
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。�

歳
出�

平成15年度特別会計の決算状況� （単位：千円）�

（単位：円）�

国民健康保険�
特 別 会 計�

簡 易 水 道�
特 別 会 計�

老人保健医療�
特 別 会 計�

合　　計�

歳入決算額�

901,974

740,685

1,420,201

3,062,860

歳出決算額�

875,871

685,494

1,334,559

2,895,924

歳入歳出�
差 引 額�

26,103

55,191

85,642

166,936

区　　　分�

国民健康保険税調定額と医療費用額、保険者（町）負担額�

14

15

国民健康保険税調定額（現年度）�

一世帯当たり�

121,050

118,372

被保険者1人当たり�

62,739

61,957

医療費用額�

一世帯当たり�

802,165

811,411

被保険者1人当たり�

415,755

424699

保険者（町）負担額�

一世帯当たり�

674,001

678,565

被保険者1人当たり�

349,329

355,167

年度�

簡易水道特別会計�

14

15

加入戸数（戸）�

4,406

4,444

使用水量（㎡）�

1,228,529

1,196,881

使用水量の対前年伸び率（％）�

　1.8

▲2.6

水道使用料（千円）�

192,035

189,017

年度�

老人保健医療特別会計�

14

15

老人医療受給者数（月平均）�

1,706人�

1,655人�

費用額（円）�

1,254,545,622

1,259,361,560

１人当たりの老人医療費（円）�

734,907

760,944

年度�

消防費�
1億6,150万5千円�
（2.0%）�

議会費�
9,236万2千円�
（1.2%）�

災害復旧費�
1,333万9千円�
（0.2%）�

商工費�
997万3千円�
（0.1%）�

　９月24日�に行われた第４回松元町議会において、神戸芳政氏が助役に松元譲氏が教育長に再任されま

した。�

　また、教育委員会教育委員に西徳隆氏を任命、固定資産評価審査委員会委員に生　昭男氏が選任されました。�

助役に神戸芳政氏・教育長に松元譲氏を再任�
教育委員会教育委員に西徳隆氏�

固定資産評価審査委員会委員に生　昭男氏�
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吉
満
　
光
男
さ
ん
（
直
木
）

昭
和
二

十
六
年
四

月
に
地
域

住
民
か
ら

推
さ
れ
て

上
伊
集
院
村
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
連
続
十
二
期
四
十
八
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
優
れ

た
政
治
手
腕
を
持
っ
て
上
伊
集
院

村
及
び
松
元
町
の
産
業
経
済
の
発

展
や
住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育
文

化
の
振
興
等
に
情
熱
を
注
い
だ
。

ま
た
こ
の
間
、
町
議
会
議
長
や
総

務
常
任
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
高こ

う

邁ま
い

な
政
治
信
念
を

持
っ
て
議
会
の
健
全
な
運
営
に
努

力
を
重
ね
、
広
く
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。

○
地
方
自
治
部
門

吉
冨
　
　
進
さ
ん
（
福
山
）

昭
和
四

十
六
年
四

月
に
地
域

住
民
の
衆

望
を
得
て

町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
七

期
二
十
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

本
町
の
産
業
振
興
や
教
育
等
ま
た

は
住
民
の
福
祉
の
向
上
等
に
も
力

を
注
い
だ
。
こ
の
間
町
議
会
議
長

や
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び

経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
高こ

う

邁ま
い

な
政
治
信

念
を
も
っ
て
議
会
の
健
全
な
運
営

に
努
め
ら
れ
広
く
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。

池
田
　
義
光
さ
ん
（
上
谷
口
）

昭
和
四

十
二
年
五

月
、
地
域

住
民
並
び

に
多
く
の

町
民
か
ら
強
く
推
さ
れ
、
町
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、
平
成
三
年
四

月
ま
で
の
六
期
二
十
四
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
在
職
し
た
。
そ
の
間
、

町
議
会
議
長
・
副
議
長
・
経
済
建

設
常
任
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
卓
越
し
た
職
見
と
高こ

う

邁ま
い

な
政
治
信
念
を
も
っ
て
本
町
の

住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育
、
文

化
、
産
業
経
済
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
も
大
き
く
尽
力

さ
れ
た
。

上
四
元
市
熊
さ
ん
（
四
元
）

昭
和
四

十
一
年
七

月
か
ら
平

成
十
二
年

十
二
月
ま

で
三
十
四
年
六
ヶ
月
の
長
き
に
わ

た
り
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

を
務
め
、
平
成
四
年
十
二
月
か
ら

平
成
十
二
年
十
二
月
ま
で
の
八
年

間
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

と
し
て
そ
の
職
務
を
全
う
し
、
信

頼
さ
れ
る
政
治
を
確
立
す
る
た

め
、
強
い
責
任
感
と
豊
富
な
経
験

を
生
か
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。

東
　
　
幸
雄
さ
ん
（
上
谷
口
）

昭
和
二

十
八
年
消

防
団
入
団

以
来
五
十

年
間
消
防

の
職
務
に
精
励
し
そ
の
間
副
分
団

長
・
分
団
長
・
と
し
て
消
防
力
の

充
実
強
化
、
民
生
の
安
定
、
消
防

団
員
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ

た
。

上
野
　
清
香
さ
ん
（
入
佐
）

昭
和
五

十
五
年
四

月
か
ら
町

郷
土
誌
編

纂さ
ん

委
員
長

を
務
め
、
八
七
〇
ペ
ー
ジ
に
も
お

よ
ぶ
松
元
町
郷
土
誌
の
発
刊
に
尽

力
さ
れ
た
。
こ
の
発
刊
は
町
民
の

郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
町
勢
発
展
の
一
助
に
な
っ
て

い
る
。
先
人
の
築
き
上
げ
た
歴
史

や
文
化
を
体
系
的
に
ま
と
め
、
後

世
に
伝
え
る
郷
土
誌
と
し
て
の
意

義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
教
育
長

や
社
会
教
育
関
係
の
条
例
委
員
も

歴
任
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
町

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
は
平

○
教
育
文
化
部
門

成
十
三
年
度
ま
で
十
六
年
間
務

め
、
町
田
久
成
の
顕
彰
活
動
に
も

取
り
組
ま
れ
た
。
平
成
十
二
年
度

に
は
自
主
団
体
で
あ
る
「
町
田
久

成
に
学
ぶ
会
」
の
発
足
に
も
か
か

わ
り
、
会
長
と
し
て
そ
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
。
町
田
久
成
の
顕
彰

活
動
は
、「
町
田
久
成
に
学
ぶ
会
」

の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
少
年
の

英
国
派
遣
事
業
や
東
京
・
滋
賀
へ

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
派
遣
事
業

と
し
て
も
実
施
さ
れ
、
本
町
の
青

少
年
の
健
全
育
成
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

四
元
　
盛
隆
さ
ん
（
石
谷
）

長
年
、

町
の
医
師

会
会
長
を

歴

任

さ

れ
、
町
の

地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
町
内
の
み
な
ら
ず
日
置

郡
に
お
い
て
も
医
師
会
長
と
し
て

保
健
福
祉
や
学
校
保
健
関
係
に
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
の
発

展
と
住
民
の
健
康
保
持
・
増
進
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
。

○
社
会
福
祉
部
門
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町
勢
功
労
者�

表
　
　
　
彰�

町
政
発
展
に�

　
尽
力
の
九
人
に�

松
元
町
の
閉
町
に
あ
た
り
、
町
政
の

発
展
に
貢
献
し
、
ま
た
は
郷
土
の
名
誉

を
高
め
特
に
功
績
顕
著
な
方
を
表
彰
す

る
、
町
勢
功
労
者
に
次
の
九
人
の
方
々

が
町
勢
功
労
者
選
考
委
員
会
で
選
ば
れ

十
月
十
九
日
�
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

る
、
閉
町
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。



丸
田
　
信
子
さ
ん
（
入
佐
）

地
域
住

民
の
健
康

づ
く
り
の

た
め
、
食

生
活
に
関

す
る
知
識
や
方
法
を
普
及
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
長
年
に
わ
た
り

活
発
に
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
会
長
も
歴
任
さ
れ
推
進

員
間
の
調
整
や
行
政
と
の
連
絡
調

整
等
に
尽
力
さ
れ
た
。

有
村
　
正
行
さ
ん
（
直
木
）

昭
和
五

十
四
年
五

月
に
町
商

工
会
会
長

に

就

任

し
、
翌
年
に
は
町
商
工
会
館
建
設

事
業
に
着
手
。
七
期
二
十
一
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
商
工
会
長
を
務

め
地
域
経
済
発
展
の
た
め
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
県
商
工
会

連
合
会
理
事
、
同
副
会
長
な
ど
歴

任
。
町
の
み
な
ら
ず
、
県
下
に
お

け
る
経
済
発
展
に
努
め
る
な
ど
そ

の
功
績
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
町
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
五
十
年
四
月
当
選
以
来
、
連
続

三
期
に
わ
た
り
町
の
社
会
資
本
整

○
産
業
経
済
部
門

備
は
も
と
よ
り
、
教
育
文
化
、
産

業
経
済
、
福
祉
の
向
上
な
ど
諸
施

策
に
尽
力
す
る
一
方
、
昭
和
五
十

二
年
に
は
町
交
通
安
全
協
会
会

長
、
平
成
四
年
に
は
伊
集
院
地
区

交
通
安
全
協
会
会
長
、
平
成
五
年

に
は
鹿
児
島
県
交
通
安
全
協
会
理

事
に
就
任
し
、
交
通
事
故
防
止
等

交
通
安
全
活
動
に
も
尽
力
さ
れ

た
。

和
田
　
幸
一
さ
ん
（
上
谷
口
）

昭
和
六
十
二
年
に
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
連
続
五
期
十
七
年

五
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
議
長
等
を
歴
任
、
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与
し
た
。

倉
内
　
保
寛
さ
ん
（
石
谷
）

昭
和
六
十
二
年
に
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
連
続
五
期
十
七
年

五
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
並

び
に
町
議
会
副
議
長
等
を
歴
任
、

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

河
野
よ
ね
子
さ
ん
（
石
谷
）

昭
和
六
十
二
年
に
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
連
続
五
期
十
七
年

五
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
こ
の
間
、
文
教
民
生
常
任
委

員
会
副
委
員
長
等
を
歴
任
、
地
方

自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

○
社
会
福
祉
部
門

松
下
　
清
美
さ
ん
（
春
山
）

昭
和
六
十
二
年
七
月
に
農
業
委

員
に
当
選
以
来
、
平
成
十
六
年
ま

で
連
続
六
期
十
七
年
四
ヶ
月
の
長

き
に
わ
た
り
在
職
し
、
農
業
委
員

会
会
長
と
し
て
、
農
業
や
産
業
な

ど
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し

た
。

松
元
上
自
治
公
民
館

（
上
谷
口
）

松
元
上
自
治
公
民
館
五
十
六
戸

で
は
、
組
織
と
し
て
町
税
に
係
る

納
税
の
啓
発
と
納
税
の
声
か
け
を

励
行
し
、
町
税
の
納
期
内
納
付
と

完
納
を
続
け
て
い
る
。

若
松
ミ
サ
子
さ
ん
（
東
昌
）

母
子
保
健
の
向
上
の
た
め
、
母

子
保
健
推
進
員
と
し
て
地
域
の
母

親
の
相
談
役
や
各
種
乳
幼
児
健
診

の
通
知
を
す
る
な
ど
長
年
積
極
的

に
活
動
し
て
来
ら
れ
た
。

別
府
　
重
成
さ
ん
（
春
山
）

昭
和
五
十
九
年
四
月
に
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
か
ら
、
二
十
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
在
職
し
、
歴
史
民
俗
文
化
財

の
調
査
収
集
及
び
そ
の
保
存
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
有
形
・
無

○
社
会
福
祉
部
門

○
社
会
福
祉
部
門

形
文
化
財
の
保
存
活
用
に
尽
力

し
、
郷
土
文
化
の
向
上
に
寄
与
し

た
。

上
原
　
澄
男
さ
ん
（
春
山
）

昭
和
五
十
一
年
に
町
体
育
指
導

委
員
に
任
命
さ
れ
、
以
後
二
十
八

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の

活
性
化
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
春
山
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
設
立
し
、
代
表
指
導
者
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
尽

力
さ
れ
た
。

二
俣
　
早
男
さ
ん
（
四
元
）

昭
和
四
十
六
年
町
茶
手
も
み
保

存
会
員
と
し
て
茶
手
も
み
技
術
向

上
・
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
。

平
成
六
十
年
四
月
に
は
町
茶
手

も
み
保
存
会
会
長
に
な
り
、
今
日

ま
で
県
内
の
茶
業
関
係
者
等
に
茶

手
も
み
製
造
技
術
の
普
及
活
動
を

実
践
し
て
い
る
。

平
成
七
年
か
ら
は
全
国
茶
手
も

み
振
興
会
理
事
と
し
て
、
県
内
外

で
広
く
普
及
活
動
等
を
展
開
し
、

ま
た
、
平
成
十
三
年
に
は
自
ら
も

全
国
茶
手
も
み
振
興
会
認
定
に
よ

る
茶
手
も
み
技
術
師
範
を
取
得
し

た
。 ○

社
会
福
祉
部
門
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町
政
の
発
展
及
び
町
民
の
福
祉

の
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
な
個
人
又
は
団
体
へ
贈
ら
れ
る
、

平
成
十
六
年
度
の
町
民
表
彰
が
九

月
二
十
二
日
�
役
場
委
員
会
室
で

行
わ
れ
、
次
の
九
名
の
方
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

平成16年度�
町民表彰�

４部門９名�
が受章�

後列左から松下、二俣、松元上自治公民館長（上柿元）、
倉内、上原
前列左から河野、若松、町長、和田、別府（敬称略）



　県教育委員会では、平成15年度から「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」を実施しています。�
　町内の小学校・中学校・幼稚園でも11月1日（月）～11月5日（金）まで、下記の通り実施されます。
保護者の方々をはじめ地域の方々も学校へ出かけ、児童･生徒・幼稚園児の様子をご覧ください。�

○ 松元小学校�
「地域まるごと潤いのある松元小学校」�
�

・11月１日�～５日�　10：00～15：00　自由参観�

・11月４日��

　　10：50～12：35　地域人材を活用した授業�

　　14：25～16：00　融合教育実践発表会�

　　（児童と地域代表者の発表）�

・11月５日�　10：35～　学校農園で育てた芋の収穫�

※「地域まるごと潤いのある松小」で心と心を通い合

わせてみませんか。子供たちも楽しみに待ってい

ます。�

�278－1005（担当：手島）�

○ 東昌小学校�
「豊かな郷土で生きる力を育む東昌小学校」�
～教師の目が行き届き、一人一人が主役の教育活動の実践～�
・11月１日�～５日�　10：00～15：00　自由参観�

・1１月２日�　14：15～15：55　「さつまいも収穫祭」�

・（全校児童が栽培したさつまいもを使って、５・６年

生がお菓子を作ります）�

・11月４日�　10：45～12：25�

「高齢者とのふれあい集会」（全校児童が昔の遊び

を通して、高齢者の方々と楽しくふれあいます）�

※「みんなきてね　ぼくの学校　みんなでまってい

るよ」２年　吉海江　翔�

�278－1004（担当：小野、大保）�

○ 松元中学校�
「僕たち 私たち こんなに頑張っています！」�
�

・11月１日�～４日�　午前中　自由参観 �

　　午後　文化祭取組準備�

・11月５日�　9：00～15：30　文化祭�

※「５日の文化祭はもちろんのこと、その準備の取組

も是非ご覧ください。普段は決して見られない様

子がご覧になれますよ！」�

�278－1101（担当：木場）�

○ 松元幼稚園�
「その子らしさが輝く園生活」�

�

・11月１日�～５日�　10：00～15：00　自由参観�

・11月２日�　年長ふじ組　文化祭劇リハーサル（午前中）�

・11月４日�　10：00～11：00　食べ物に対するお話�

・11月５日�　9：50～12：00�

　　　　　　　保育参観、家庭教育学級懇談会�

※ 「たのしくあそぶ　私の姿　見に来てね」�

　おじいちゃん・おばあちゃん、地域のみなさんもお

待ちしています。�

�278－1117（担当：中馬）�

○ 石谷小学校�
「ステップアップ石谷小教育週間」�

�

・11月１日�～５日�　10：00～15：00　自由参観�

・11月１日�　祖父母との交流給食（１年生）�

・11月２日�　10：50～11：10　ミニコンサート�

　　11：15～12：15　ふれあいコンサートinいしたに�

　　（出演　こと演奏者　岡崎勝美氏）�

・11月４日�　10：45～12：25　外国語授業参観�

※ 「がっこうへ　あつまれあつまれ　みーんなえがお」�

　（「かごしまの教育」県民週間標語の部優秀賞�

　１年　新穂真由）�

�278－1008（担当：村田）�

○ 春山小学校�
「グレードアップ春山教育週間」�

�

・11月１日�～５日�　10：00～15：00　自由参観�

・11月２日�　13：25～13：55�

　　ふれあいミニコンサート�

・11月４日�　お話会�

　　10：45～11：30　鹿児島童話会�

　　13：25～13：50　親子読書会「れんげそう」�

　毎日、10：00～11：00まで、校長室にて「校長と語

る会」�

※お子さんやお孫さんが、輝いている姿を見にきて

ください。�

�278－1003（担当：谷）�
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去
る
、
八
月
二
十

八
日
�
に
第
四
十
九

回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
が
、
大
分
市
の

大
分
県
立
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ

ア
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
各
県

の
代
表
校
二
十
五
校

が
参
加
し
、
十
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
の
出
場
枠
三
つ

を
競
う
予
選
を
兼
ね
た

も
の
で
、
朝
か
ら
熱
演

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。本

校
の
九
州
大
会

出
場
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

初
出
場
以
来
、
連
続

二
十
一
回
と
な
り
ま
し

た
が
、
昨
年
は
、
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
逃

し
て
い
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
、
リ
ベ
ン
ジ
を

誓
い
合
っ
て
の
出
場
で

し
た
。

課
題
曲
の
福
田
洋

介
作
曲
の
「
吹
奏
楽
の
た
め
の

『
風
の
舞
』」
と
、
自
由
曲
の
レ
ス

ピ
ー
ギ
作
曲
の
「
ロ
ー
マ
の
祭
」

を
満
員
の
観
衆
の
前
で
、
精
一
杯

演
奏
し
ま
し
た
。
結
果
、
通
算
十

回
目
の
金
賞
を
受
賞
し
、
今
回
は

じ
め
て
、
出
場
団
体
中
で
最
高
得

点
の
評
価
を
得
て
九
州
代
表
校
と

し
て
、
二
年
ぶ
り
三
度
目
の
全
国

大
会
へ
の
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
十
月
二
十
四
日
�

に
東
京
普
門
館
（
五
千
人
を
集
客

す
る
国
内
で
も
有
数
の
優
れ
た
ホ

ー
ル
で
、
す
で
に
入
場
券
は
完
売

の
状
態
。）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
を
目
指
し
た
学
校
は
、

全
国
で
二
千
九
百
校
。
全
国
大
会

で
は
各
支
部
の
代
表
二
十
九
校

が
、
日
本
一
を
目
指
し
て
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
す
。
最

後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
松
元
町
民
の
皆
様
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（顧

問
　
立
石
純
也
先
生
寄
稿
）

協
力
の
下
に
、
県
民
の
一
人
一
人

が
鹿
児
島
の
教
育
に
つ
い
て
考
え

る
気
運
を
高
め
、
本
県
教
育
の
充

実
と
発
展
を
期
す
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、「
地
域
が
育
む
『
か
ご

し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
を
設

定
し
て
お
り
ま
す
。
本
校
は
、
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に

お
い
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
既
に

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

保
護
者
・
地
域
住
民
の
方
々
の
本

校
の
教
育
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
指
導
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
年
度
も
別
表
の
要
領
で
学
校
開

放
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

ご
多
用
の
折
で
す
が
、
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
来
校

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
本
校
で
は
、
十
一
月
の

第
一
週
に
実
施
さ
れ
る
小
中
学
校

の
「
県
民
週
間
」
と
の
交
流
促
進

を
期
し
て
、
第
二
週
に
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
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二
年
ぶ
り
全
国
大
会
へ

松
陽
高
校
吹
奏
楽
部

県
教
育
委
員
会
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
一
層
の
連
携
と

松
陽
高
等
学
校
「
地
域
が
育

む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県

民
週
間
」
関
連
行
事

〜
日
々
の
教
育
活
動
の
全
て
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
〜

授 業 公 開�

美 術 ･ 書 道 展�

音 楽 科 演 奏 会�

部 活 動 参 観�
中学生体験入部�

開校記念講演会�
芸 術 鑑 賞 会�

期　　　日�

11/８�‐11/12��

11/７�‐11/13��

11/８�‐11/10��

11/７�‐11/13��

11/９（火）�

時　　　間�
８：55‐15：35（月～水）�
８：55‐16：35（木・金）�
８：55‐17：00（月～金）�
８：55‐16：00（日・土）�
16：00‐17：00（月～水）�
16：00‐18：00（月～水）�
16：40‐18：00（木・金）�
９：00‐17：00（土・日）�

13：25‐14：30�
14：50‐16：15

場　　　所�

全学年教室�

本校コモンスペース�
上伊集院駅前歩道�
本校グリーンホール�
本校グランド�
本校体育館�
本校武道館�

本校体育館�

内　　　容�

別表　松陽高等学校「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」関連行事一覧�

松陽高校生の下宿が�
不足しています。�

素人の下宿屋さんでも結構です｡�
心当たりの方ぜひご連絡ください｡�

連絡先�
�099‐278‐3986（下宿生指導係）�



九
月
五
日
�
エ
コ
ク
ラ
ブ
、
高

校
生
ク
ラ
ブ
、
松
元
通
り
会
、
地

域
の
方
々
等
約
百
人
が
参
加
し

て
、
町
の
中
心
を
流
れ
る
上
谷
口

川
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
に
エ
コ
ク
ラ
ブ
で
は
内
田

川
で
水
質
検
査
な
ど
行
い
、「
ホ

タ
ル
の
住
む
里
づ
く
り
」
で
水
辺

の
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
川
の
水
が
冷
た
く
て
気

持
ち
が
よ
か
っ
た
こ
と
、
川
に
は

魚
や
か
に
、
な
ま
ず
、
ホ
タ
ル
の

幼
虫
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
生
き
物
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
を
大

切
に
す
る
こ
と
の
大
事
さ
も
学
び

ま
し
た
。

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、
水
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り

川
は
大
切
な
資
源
で
す
。
川
を
き

れ
い
に
し
て
、
ホ
タ
ル
の
住
む
里
、

ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん
見
れ
る
地
域

を
め
ざ
し
て
、
上
谷
口
川
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

清
掃
活
動
を
実
施
し
た
柿
元
か

ら
役
場
東
側
ま
で
約
二
百
ｍ
は
、

稲
作
の
シ
ー
ズ
ン
は
農
業
用
水
の

井
堰

い

ぜ

き
が
あ
り
、
六
月
か
ら
九
月

ま
で
は
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
ミ
を

拾
う
人
、
土
手
の
草
払
い
を
す
る

人
、
町
の
中
央
を
流
れ
る
川
を
き

れ
い
に
し
て
、
鹿
児
島
市
へ
仲
間

入
り
し
よ
う
と
一
生
懸
命
で
し

た
。
川
の
中
に
は
土
の
中
に
埋
ま

っ
た
車
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
廃
材
も
出
て
き
て
み
ん

な
で
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

川
は
思
っ
た
よ
り
き
れ
い
で
、

泳
い
で
い
る
魚
に
興
味
を
示
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
鯉
や

か
に
、
カ
ワ
ニ
ナ
も
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

・
カ
ワ
ニ
ナ
が
多
く
み
ら
れ
た
。

今
回
の
清
掃
で
よ
り
一
層
生
物

が
増
え
る
だ
ろ
う
？

・
ゴ
ミ
を
拾
う
の
は
た
い
へ
ん
だ

っ
た
け
ど
、
魚
や
ア
メ
ン
ボ
、

カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
見
な
が
ら
の
作

業
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。

・
多
く
の
人
が
参
加
し
て
、
朝
の

二
時
間
は
気
分
が
良
か
っ
た
。

・
多
数
の
参
加
が
あ
り
よ
か
っ

た
。
自
分
た
ち
の
生
活
環
境
は

自
分
た
ち
で
整
え
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
活
動
は
た
い
へ
ん
意

義
が
あ
っ
た
。
小
学
生
や
高
校

生
の
参
加
が
あ
り
教
育
的
に
も

意
義
が
あ
っ
た
。
水
を
き
れ
い

に
す
る
活
動
を
す
べ
き
で
、
今

後
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
た
い
。
全
町
に
こ
の
輪

を
広
げ
た
い
。

・
親
子
共
々
の
作
業
で
楽
し
か
っ

た
。
合
併
で
エ
コ
ク
ラ
ブ
も
変

わ
る
だ
ろ
う
が
続
け
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
、
た

い
へ
ん
意
義
の
あ
る
活
動
で
あ
っ

た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な

資
源
で
あ
る
川
を
大
事
に
し
て
い

か
な
く
て
は
、
私
た
ち
の
生
活
が

脅
か
さ
れ
て
い
き
そ
う
と
感
じ
る

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た

活
動
や
自
然
を
守
る
輪
が
町
内
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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みんなが協力してたくさんのものを得ま

した。きれいになったよ！

たくさんの生物が住んでいる川、

みんなで守ろうきれいな川を

こんな大きなカニもいたよ

川を観察しながら…

燃えるゴミ燃えないゴミを分別し

て…軽トラ２台分もありました

草が刈られた後ヒガン花が咲いて

いました おい茂った草が…

み
ん
な
の
気
持
ち
は
い
っ
し
ょ

み
ん
な
の
気
持
ち
は
い
っ
し
ょ「
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
」

「
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
」�
み
ん
な
の
気
持
ち
は
い
っ
し
ょ

み
ん
な
の
気
持
ち
は
い
っ
し
ょ「
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
」

「
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
」�
み
ん
な
の
気
持
ち
は
い
っ
し
ょ「
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
」�

上
谷
口
川
の
一
部
が�

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た�



九
月
十
四
�
・
十
五
日
�
の
両

日
平
野
岡
健
康
づ
く
り
公
園
内
の

「
茶
山
房
」
で
、
第
八
回
全
国
手

も
み
「
茶
技
術
競
技
大
会
・
第
十

二
回
全
国
手
も
み
茶
振
興
大
会
が

全
国
十
一
府
県
か
ら
二
十
二
チ
ー

ム
約
百
五
十
人
の
熱
心
な
手
も
み

茶
の
愛
好
者
が
集
ま
り
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

五
月
新
芽
を
摘
み
、
蒸
し
て
冷

凍
し
て
お
い
た
生
葉
を
　
露
切

→

　
回
転
も
み
　→

　
中
も
み

→

　
仕
上
げ
も
み
　→

　
乾
燥
の

行
程
を
、
五
時
間
以
上
か
け
て
独

特
の
手
も
み
製
法
で
仕
上
げ
て
い

き
ま
す
。
手
で
も
む
と
色
つ
や
も

よ
く
針
の
よ
う
に
ピ
ン
と
長
い
お

茶
に
な
り
、
味
も
ま
ろ
や
か
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
者
は
、
火
加
減
を
し
な
が

ら
蒸
篭

ほ

い

ろ

の
上
で
段
階
ご
と
に
巧
み

な
技
で
作
業
し
て
い
き
ま
す
。
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
製
品
を
仕
上

げ
て
い
く
姿
は
ま
さ
に
芸
術
で
す
。

十
四
日
は
、
二
十
四
人
が
参
加

し
て
手
も
み
茶
の
教
師
・
教
師
補

等
の
資
格
試
験
が
行
わ
れ
、
町
内

か
ら
も
四
人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

十
五
日
は
、
手
も
み
茶
の
競
技

大
会
が
行
わ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
技

が
競
わ
れ
町
内
の
チ
ー
ム
は
十
一

位
で
し
た
が
、
出
来
上
が
り
は
ど

の
チ
ー
ム
も
紙
一
重
の
差
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
女
性
の
競
技

者
も
三
チ
ー
ム
に
六
人
の
参
加
が

あ
り
男
性
に
劣
ら
ず
、
技
術
的
に

も
す
ば
ら
し
い
で
し
た
。

今
ま
で
、
静
岡
県
で
行
わ
れ
て

い
た
こ
の
大
会
は
、
今
回
始
め
て

松
元
町
で
実
施
さ
れ
、
本
町
の
手

も
み
茶
保
存
に
取
り
組
む
熱
意
が

伺
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
元
の
吉
村
美
代
子
さ

ん
と
地
域
の
方
数
名
は
、
県
外
か

ら
の
お
客
さ
ん
に
今
で
は
珍
し
い

窯
り
茶
の
実
演
・
披
露
や
松
元
茶

に
ふ
く
れ
菓
子
、
郷
土
料
理
の
煮

し
め
で
お
も
て
な
し
し
て
、
た
い

へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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全
国
手
も
み
茶
技
術
競
技
大
会
・�

全
国
手
も
み
茶
振
興
大
会
が
開
か
れ
る�

「
平
野
岡
健
康
づ
く
り
公
園
茶
山
房
」�

５月お茶を蒸して冷凍してあった生葉の露切りから

針のように細くピント仕上がったお茶

回転もみ

手もみのお茶は生葉を蒸すが釜いり茶

はハンズ（かま）でいる

炭火で乾燥したお茶は香ばしくておいし

いと評判です いった生葉をショケ（ざる）でもむ仕上

中もみ



　鹿児島地区1市5町の合併によりごみの分け方・出し方が鹿児島
市の制度に統一されることとなり、新市発足11月1日と同時にご
みの分け方・出し方が変更になります。�

変　更　前　　　　　　　　　　　 変　更　後�
町指定袋（可燃・不燃・資源）　　　透明袋（市販の透明袋かスーパー等の透明レジ袋）�
�

※なお、町指定袋が残っている場合は引き続き使えます。（可燃袋は可燃ごみで、不燃袋は不燃ご

みで、資源袋は資源ごみで今までどおり使ってください。）�

主な変更点①�ごみ袋の取り扱い（10月１日より開始中）�

☆燃やせるごみ・燃やせないごみの取り扱いが一部変わります。�

現　在　燃やせるごみ　　　　変更後　燃やせないごみ�

主な変更点②�
ごみの分け方が変わります�
（詳細は別途配布の家庭のごみ・資源物の正しい出し方をご覧ください）�

以上のようなものが「燃やせないごみ」に変わります。�

変更になる主な例�

●プラスチック類（現在資源ごみとして収集している容器包装プラスチック類を除く）�

●皮革類�

●ゴム類�

食品を包むラップや�
アルミホイル�

靴�

長靴� ゴム手袋� ゴムホース� ゴム製のボール�

バッグ� コート� 財布� ベルト� 革製のボール�

カセットテープ� 洗面器� お風呂マット� プラスチック�
製のおもちゃ�
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主な変更点③�ごみを出す日・回数が変わります�

☆紙類の分け方・出し方について�

　現　在　紙類（同じ日に月１回）�

　変更後　新聞・チラシ／ダンボールを出す日（月２～３回）　�

　　　　　紙箱・包装紙等／雑誌類／紙パックを出す日（月２回）�

　　　　　（ごみ出しの日や収集回数等が変わります。）�

�

☆衣類の出し方について�

・衣類としてそのまま着用できるもの→再利用します。（衣類の日に出す）�

・汚れたり、穴があいたり、ボタンが取れているもの→再利用できないので燃やせるごみに出し

てください。�

�

☆ビン・カンの出し方について�

　変更後は、同じ袋に入れて、同じ日に出すようになります。�

※詳細については，別途配布のごみ出しカレンダーをご覧ください。�
お問い合わせ先：町民生活課環境衛生係�

TEL：278－2111（内線216・217）�

燃やせるごみ�
（週２回）�

燃やせないごみ�
（月１回）�

ビン�
（月１回）�

カン�
（月２回）�

ペットボトル�
（月２回）�

プラスチック容器類�
（週１回）�

紙類�
（月１回）�

有害ごみ�
（年２回）�

粗大ごみ�
（電話申込又は塵芥処理組合へ直接搬入）�

11月１日から�
燃やせるごみ�
（週２回）�

燃やせないごみ�
（週１回）�

ビン・カン�
（月２～３回）�

ペットボトル�
（月２～３回）�

プラスチック容器類�
（週１回）�

新聞・チラシ／ダンボール�
（月２～３回）�

紙箱・包装紙等／雑誌類／紙パック／衣類�
（月２回）�

電球・蛍光灯／乾電池（月１回）�

粗大ごみ�
（電話申込又は北部清掃工場へ直接搬入）�

現　　　　　在�
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乳幼児健康診査や予防接種また、成人を対象にした基本健康診査

やがん検診等は来年３月までは、今までと同じように実施しますが、平

成17年度から鹿児島市の制度が適応されます。手続きの窓口や実施内容等が変

わりますのでお知らせいたします。

未熟児養育医療・妊娠中毒等療育援護事業・育成医療給付事業・小児慢性特定疾
患治療研究事業・特定不妊治療助成金事業等は、これまで伊集院保健所で手続きを
していましたが、11月から新規の申請は鹿児島市保健所保健予防課が窓口になり
ます。

子育て支援事業（栄養強化事業）
非課税世帯の妊婦及び乳児並びに多胎児のうち１子を除いた児に対し、母子栄養食
品（粉ミルク）を支給する事業の申請を11月から松元支所保健福祉課で受け付け
ます。（平成16年11月１日以降の出生児と妊婦）

産後ケア事業
出産後、身近に面倒を見てくれる方がいなかったり、産後の身体の回復や育児不
安がある方は、一定の利用料をご負担いただくことで、助産所に入所して、保健指
導や育児指導などのサービスを受けられます。

☆　乳幼児健康診査事業（３ヵ月児・７ヵ月児・１歳児）
医療機関実施　（赤ちゃんセットが対象者に発送されます。）

☆　幼児むし歯予防事業（１歳児・２歳児・２歳６ヵ月児）
医療機関実施　（対象者に通知が発送されます。）

☆　１歳６ヵ月児健康診査・３歳児健康診査
松元地区保健センターで集団健診を実施

☆　ポリオ・ＢＣＧ予防接種
松元地区保健センターで実施　(対象者に郵送で通知します。)

☆　麻疹・風疹・三種混合・日本脳炎
医療機関実施　（対象者に接種券が発送されます。）

☆　基本健康診査・各種がん検診
松元地区保健センターと各公民館及び医療機関で実施（対象者にすこやか受診券が発送されます。）

■問合せ 保健福祉課　保健係　�278‐2111

成人の各種健診について

予防接種について（平成17年度から）

乳幼児健康診査について（平成17年度から）

平成16年11月から実施する事業

※　11月からは「かごしま市民のひろば」等で広報します。
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九
月
四
日
�
〜
五

日
�
平
野
岡
健
康
づ

く
り
公
園
体
育
館
で
、

合
併
を
目
前
に
し
た

お
別
れ
卓
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
ア
テ

ネ
五
輪
卓
球
女
子
で

活
躍
し
、
ベ
ス
ト
十

六
入
り
し
た
福
原
愛
選
手
と
日
本

人
で
始
め
て
の
プ
ロ
卓
球
選
手
で

ア
テ
ネ
五
輪
代
表
の
松
下
浩
二
選

手
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
鍛
錬

さ
れ
た
モ
デ
ル
演
技
に
は
、
会
場

い
っ
ぱ
い
の
観
客
の
視
線
を
一
点

に
集
め
て
、
大
き
な
歓
声
が
沸
い

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
中
・
高
校
生
と

の
親
善
試
合
も
行
わ
れ
、
多
彩
な

技
も
披
露
さ
れ
て
一
流
選
手
の
ボ

ー
ル
の
裁
き
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
も
行
わ
れ
、
写
真
を
撮

っ
た
り
会
場
に
訪
れ
た
約
八
百
人

の
観
客
と
交
流
し
ま
し
た
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
は
、
県
民

や
企
業
の
方
々
が
こ
れ
ま
で
郵
便

や
窓
口
で
提
出
し
て
い
た
各
種
申

請
・
届
出
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
、
自
宅
や
職
場

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
二
十
四
時
間
三

百
六
十
五
日
行
な
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
県
と
市
町
村
が
共
同

で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

当
初
は
約
五
十
の
手
続
き
か
ら

の
運
用
と
な
り
ま
す
が
、
徐
々
に

電
子
申
請
で
き
る
手
続
き
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。
電
子
申
請

が
可
能
な
手
続
き
や
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
の
利
用
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
運
用
開
始
予
定
日

十
月
一
日
�

・
市
町
村
は
十
一
月
以
降
順
次
運

用
開
始
予
定

※
問
合
せ
先

県
情
報
政
策
課

�
２
８
６
―
２
３
９
３

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
ttps://w

w
w
.kagosh

im
a-e-

sh
in
sei.jp/sh

in
sei/jsp/d

efa

u
lt.jsp

　平成16年度の体育協会体育功労者・社会体育優良団体・優秀スポーツ選手が選ばれ、10月

10日�の町民体育大会で表彰されました。�

馬立　　護�

功労理由�

体育指導員�

推薦団体�

折尾地域公民館�

住　　所�

上谷口1699－49

氏　　名�

平成16年度体育功労者・社会体育優良団体・優秀スポーツ選手�
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R
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◇体育功労者�

春山地域体育協会バレーボール部�

松元町ソフトテニスクラブ男子団体�

推薦団体�

松元町バレーボール協会�

松元町ソフトテニスクラブ�

団　体　名�

◇社会体育優良団体�

大山みどり�

松島　夏美�

推薦理由�
全日本レディースソフトテニ
ス大会出場�
JOCカップ第17回全国都道府
県対抗中学バレーボール大会（第
３位）出場�

所　　属�

松元町ソフトテニスクラブ�

鹿児島中央高校�
（H15年度松元中学校卒）�

住　　所�

春山1897－１�

春山1660－９�

氏　　名�

◇優秀スポーツ選手�

多様な技を披露した福原選手

卓
球
大
会
開
か
れ
る�

電
子
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
！



平
成
十
七
年
度
松
元
幼
稚
園
の

園
児
募
集
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

１
　
募
集
対
象

原
則
と
し
て
、
現
在
松
元
町
に

住
所
を
有
す
る
者
。
又
は
平
成
十

七
年
四
月
の
入
園
式
時
点
で
合
併

後
の
鹿
児
島
市
に
お
け
る
旧
松
元

町
の
区
域
内
（
鹿
児
島
市
石
谷

町
・
福
山
町
・
上
谷
口
町
・
春
山

町
・
直
木
町
・
入
佐
町
・
松
陽
台

町
・
四
元
町
・
平
田
町
）
に
住
所

を
有
す
る
者
で
、
次
の
�
又
は
�

に
該
当
す
る
者

�
四
歳
児：

平
成
十
二
年
四
月
二

日
〜
平
成
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

�
五
歳
児：

平
成
十
一
年
四
月
二

日
〜
平
成
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

２
　
募
集
人
員

四
歳
児：

七
十
人

五
歳
児：

十
九
人
（
平
成
十
六

年
九
月
末
現
在
。
変
更
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。）

３
　
募
集
期
間

期
　
　
間：
平
成
十
六
年
十
一
月

八
日
�
〜
十
一
月
十
一
日
�

受
付
時
間：

十
一
月
八
日
�

午
後
二
時
〜
午
後
四
時
ま
で

十
一
月
九
日
�
〜
十
一
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま
で

４
　
募
集
受
付
場
所

松
元
幼
稚
園

〒
八
九
九
―
二
七
〇
三
　
松
元

町
上
谷
口
三
三
六
六
番
地
一
〇

電
話
二
七
八
―
一
一
一
七

※
不
明
な
点
は
、
松
元
幼
稚
園
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

１
　
制
度
の
目
的

幼
稚
園
教
育
の
振
興
と
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
私
立
幼
稚
園
の
管
理
者
に
対

し
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
う

も
の
。

２
　
申
請
の
対
象
と
な
る
世
帯

平
成
十
六
年
六
月
以
降
に
私
立

幼
稚
園
に
幼
児
を
入
園
さ
せ
た
世

帯
で
、
次
の
�
〜
�
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
。

�
松
元
幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
員
が
満

た
さ
れ
て
い
る
た
め
に
入
園
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
私
立
幼
稚
園

に
入
園
さ
せ
て
い
る
世
帯
。

�
３
歳
児
を
私
立
幼
稚
園
に
入
園

さ
せ
て
い
る
世
帯

�
同
一
世
帯
に
�
又
は
�
に
該
当
す

る
園
児
が
い
る
場
合
で
、
他
の
幼
児

も
当
該
園
児
と
同
一
の
私
立
幼
稚
園

に
入
園
さ
せ
て
い
る
世
帯
。

３
　
申
請
受
付
期
間

平
成
十
六
年
十
月
末
日
ま
で

※
但
し
、
既
に
申
請
を
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
再
度
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
　
申
込
先
及
び
問
合
せ
先

松
元
町
教
育
委
員
会
総
務
課

�
二
七
八
―
二
一
一
一

（
内
線
三
一
六
・
四
一
六
）

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
十
一
月
一

日
よ
り
鹿
児
島
市
と
な
る
こ
と
か

ら
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
現
在

の
松
元
町
に
住
所
が
あ
る
場
合
も
鹿

児
島
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校

の
生
徒
募
集
に
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
　
応
募
資
格

�
次
の
ア
〜
エ
の
条
件
を
満
た
す

児
童

ア

願
書
提
出
段
階
に
お
い
て
鹿
児

島
市
内
の
小
学
校
六
年
生
に
在
籍

し
て
い
る
こ
と
。

イ

鹿
児
島
市
内
に
居
住
し
、
徒
歩

ま
た
は
公
共
交
通
機
関
で
１
時
間
以

内
で
通
学
で
き
る
こ
と

ウ

保
護
者
と
同
居
し
て
い
る
こ
と

エ

生
徒
募
集
に
関
す
る
説
明
会
に

保
護
者
、
ま
た
は
保
護
者
に
代
わ
る

者
が
出
席
す
る
こ
と

�
平
成
十
六
年
十
一
月
現
在
、
海

外
に
居
住
し
て
お
り
、
海
外
生
活
経

験
が
二
年
以
上
あ
る
者
の
中
で
平
成

十
七
年
三
月
末
ま
で
に
帰
国
し
、
そ

の
後
�
の
イ
、
ウ
の
条
件
を
満
た
す

児
童

○
　
生
徒
募
集
に
関
す
る
説
明
会
に

つ
い
て

※
こ
の
説
明
会
に
出
席
さ
れ
な
い
と

応
募
資
格
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

十
月
一
日
�
か
ら
県
最
低
賃
金

が
六
〇
六
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
県

下
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
使
用
者
は
、
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
額
を
労
働
者
に
周
知

し
、
必
ず
こ
の
金
額
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

鹿
児
島
労
働
基
準
局
賃
金
室

�
２
２
３
―
８
２
７
８
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注
）
募
集
申
込
み
時
点
で
現
在
の
松

元
町
に
住
所
を
有
し
な
い
方
で
、
前

述
の
区
域
内
に
住
居
建
築
中
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
建
築
確
認
済
書
又
は

工
事
請
負
契
約
書
等
、
住
居
完
成
予

定
日
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
住

居
建
築
中
以
外
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
入
園
式
当
日
ま
で
に
前
述
の
区

域
内
に
住
所
を
移
す
旨
の
確
約
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

注
）
募
集
期
間
内
の
先
着
順
と
な
り

ま
す
。
募
集
人
員
に
達
し
た
以
降
は
、

希
望
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
し

て
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

尚
、
現
在
入
園
し
て
い
る
園
児
に

つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
入
園
を
継
続

で
き
ま
す
の
で
、
改
め
て
入
園
申
込

み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
）
申
込
書
は
申
込
み
当
日
に
松
元

幼
稚
園
に
お
い
て
配
布
い
た
し
ま
す

（
事
前
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。）

尚
、
申
込
み
の
際
は
印
鑑
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

――
松
元
幼
稚
園
児
募
集
――

応
募
の
意
思
の
あ
る
場
合
は
時
間
厳

守
の
上
、
保
護
者
又
は
保
護
者
に
代

わ
る
方
が
一
名
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

※
開
催
日
等
は
現
時
点
で
未
確
定

の
た
め
、
十
月
二
十
五
日
以
降
、
付

属
中
学
校
へ
直
接
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
。（
参
考
　
昨
年
の
開
催
日
は

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
）

○
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
付
属
中

学
校

〒
八
九
〇
―
〇
〇
六
五
　
鹿
児

島
市
郡
元
一
丁
目
二
〇
番
三
五

号
　
�
二
八
五
―
七
九
三
二

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
制
度
の
申
請
に
つ
い
て

最
低
賃
金
を

１
時
間
６
０
６
円
に
改
正

平
成
17
年
度

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校

第
一
学
年
生
徒
募
集
に
つ
い
て



建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金

は
安
全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
設

共
制
度
」
を
お
す
す
め

〈
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〉

☆
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
！

（
加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま

せ
ん
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま

す
！

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一

部
を
補
助
し
ま
す
！

〈
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ
〉

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割

引
・
レ
ン
タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建

退
共
鹿
児
島
県
支
部
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

�
　
二
五
七
―
九
二
一
六

�
　
二
五
六
―
九
六
八
一

建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

退
職
金
の
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.ken

taikyo
.tai

syo
ku
kin
.go
.jp
/

新
生
鹿
児
島
市
の
お
は
ら
祭
が
十

一
月
二
日
�
、
三
日
�
の
両
日
、
天

文
館
電
車
通
り
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
お
は
ら
祭
は
今
年
で
五
十
三

回
目
。

今
回
は
、
十
一
月
一
日
の
合
併
で

記
念
す
べ
き
開
催
。
本
町
か
ら
も
本

ま
つ
り
の
三
日
に
、
町
商
工
会
女
性

部
が
踊
り
連
で
松
元
太
鼓
が
伝
統
芸

能
で
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所

前
み
な
と
大
通
り
公
園
Ｙ
ｏ
ｕ
遊

（
ゆ
ー
ゆ
ー
）
広
場
で
は
、
午
前
十

時
二
十
分
頃
（
予
定
）
に
松
元
中
央

保
育
園
の
園
児
が
、「
わ
ん
ぱ
く
太

鼓
」
で
出
場
し
ま
す
。

●
十
一
月
二
日
�
　
夜
ま
つ
り

十
八
時
五
十
分
〜

●
十
一
月
三
日
�
　
本
ま
つ
り

十
時
二
十
分
〜

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
は
、
次

の
要
領
で
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
一
一
〇
番
」
を
開
催
し
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
の
返

済
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
面
談
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
予
め
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

記

主
　
　
催

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

実
施
名
称

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
一
一
〇

番
実
施
日
時

平
成
十
六
年
十
月
三
十
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

実
施
方
法

①
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
（
電
話

五
台
）
�
二
〇
六
―
三
七
五
一

（
代
表
）

②
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
（
予
約

制
、
予
約
は
午
後
五
時
迄
）

実
施
場
所

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
一
番
三
号

司
調
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

相

談

員

司
法
書
士
　
約
四
十
人

予
約
・
問
合
せ

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

�
二
五
六
―
〇
三
三
五
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　平成17年４月以降は、全額保護される決済用預金を除き、預金者一人当たり、元本１千万円までとその利息が保護さ
れます。�
○「決済用預金」とは、「無利息、要求払い、決済サービスを提供できる」という条件を備えた預金で当座預金や利息の
つかない普通預金が該当します。�
○利息が付く普通預金や定期預金等については、預金者一人当たり、元本１千万円までとその利息が保護されます。�
　詳細は、金融機関の窓口等にお問合せください。�
�
預金保険対象商品と保護の範囲は？�
�
�
�
�
�
�
�
�
預金保険制度に加入している金融機関は？�
○銀行（日本国内に本店があるもの）　○信用金庫　○信用組合�
○労働金庫　○信金中央金庫　○全国信用協同組合連合会　○労働金庫連合会�
※農協、漁協等は別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。�
�
もっと詳しく知りたい方は？�
　預金保険機構　�03－3212－6029、財務局または金融機関の窓口にお問合せください。�

こうなります ！ 預金保険制度�

預金保険の対象商品�

対 象 外 商 品�

○当座預金　　○普通預金�
○別段預金�

○定期預金　　○定期積金�
○ビッグ　　　○ワイド等�

○外資預金　　○譲渡性預金�
○ヒット等�

平成17年３月末まで�

全額保障�

合算して元本１千万円まで
とその利息等を保護�

保険対象外�

平成17年４月から�

決済用預金に該当する預金、当座預金や利息の
付かない普通預金は全額保障�

決済用預金以外の預金は、合算して元本1千万
円までとその利息等を保護�

�

全
国
ど
こ
の
現
場
で
も

建
退
共
制
度
!!

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

一
一
〇
番
」
の
開
催

祝
・
新
鹿
児
島
市
誕
生

お
は
ら
祭
に
、
町
商
工
会
女
性

部
・
松
元
太
鼓
・
松
元
中
央
保

育
園
児
が
出
場

各種イベントで活躍の「わんぱく太鼓」



鹿児島市長選挙（11月28日執行）及び市議会議員増員選挙（期日は11月に決定）
に関する立候補の手続き方法や選挙運動に関する説明会を開催します。

◇　期　日 10月27日�
◇　時　間 ９時～（市長選挙）

13時30分～（市議会議員増員選挙）※予定
◇　場　所 鹿児島市役所別館４階議会協議会室
※ 立候補予定者の印鑑をお持ちください。

【問い合せ】松元町選挙管理委員会（�278－2111）
鹿児島市選挙管理委員会（�216－1470）

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
自
主
事
業

で
は
、
左
記
の
要
領
で
「
霧
島
芸

術
の
森
を
巡
る
旅
」
霧
島
ア
ー
ト

の
森
で
常
設
展
等
の
見
学
と
み
や

ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
音
楽
鑑
賞
の
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

紅
葉
を
愛め

で
つ
つ
「
芸
術
の

秋
」
を
堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

記

・
公
演
名

霧
島
芸
術
の
森
を
巡

る
旅
〜
秋
の
実
り
〜

・
日
　
時

平
成
十
六
年
十
一
月
十
八
日
�

鹿
児
島
コ
ー
ス
八：

三
〇
　
鹿

児
島
中
央
駅
　
発

・
内
　
容

各
地
よ
り

〜
一
〇：

三
〇
霧
島
ア
ー
ト
の

森
（
南
日
本
美
術
展
等
鑑
賞
）

〜
一
二：
四
五
霧
島
観
光
ホ
テ

ル
（
昼
食
）

〜
一
四：

三
〇
み
や
ま
コ
ン
セ

ー
ル
（
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
）

各
地
へ
（
解
散
）

・
料
　
金

オ
ー
ル
パ
ッ
ク
　
四
、五
〇
〇
円

・
申
込
先

�
（
〇
九
九
五
）
七
八
―
八
〇

〇
〇
（
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
犯
罪
に
よ
り
被
害

に
遭
わ
れ
た
被
害
者
や
そ
の
ご
家

族
が
抱
え
る
悩
み
の
軽
減
や
心
の

ケ
ア
等
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る

団
体
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
十
七

年
五
月
頃
か
ら
の
業
務
開
始
に
当

た
り
、
被
害
者
の
方
な
ど
か
ら
の

相
談
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
期
間
〉

平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
ま
で
の
間

〈
活
動
内
容
〉

・
電
話
相
談

・
直
接
相
談

〈
応
募
資
格
〉

・
性
別
は
問
わ
な
い

・
原
則
年
齢
二
十
五
歳
以
上
の
方

・
心
身
と
も
健
康
な
方

・
秘
密
を
守
れ
る
方

・
や
る
気
の
あ
る
方

・
月
二
回
程
度
相
談
活
動
に
従
事

で
き
る
方

〈
問
合
せ
先
〉

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
被
害

者
支
援
係

�
〇
九
九
―
二
〇
六
―
〇
一
一
〇

（
内
線
二
六
六
一
・
二
六
六
二
）

被
害
相
談
窓
口
を
ご
存
知
で
す

か
？
困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
安
な

こ
と
、
手
助
け
の
必
要
な
ど
、
あ

な
た
の
心
の
扉
を
ひ
ら
い
て
何
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
と
ご
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

警
察
の
被
害
相
談
窓
口
は

◎
伊
集
院
警
察
署

�
二
七
三
―
〇
一
一
一

◎
総
合
相
談
電
話
（
県
警
本
部
）

�
二
五
四
―
九
一
一
〇

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談
電
話
（
県
警

本
部
）

�
二
〇
六
―
七
八
六
七

◎
企
業
対
象
暴
力
相
談
電
話
（
県

警
本
部
）�

二
五
五
―
〇
一
一
〇

◎
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
（
県
警
本
部
）

�
二
五
二
―
七
八
六
七

◎
悪
徳
商
法
・
薬
物
・
け
ん
銃
相

談
電
話
（
県
警
本
部
）

�
二
五
八
―
七
九
四
〇

警
察
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
機
関

を
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
場
合
に
も
警
察
の
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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「
霧
島
芸
術
の
森
を
巡
る
旅

〜
秋
の
実
り
〜
」

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
バ
ス
ツ
ア
ー

民
間
犯
罪
被
害
者
支
援
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

募
集

被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内



今
回
、
町
の
人
材
育
成
海
外

等
派
遣
研
修
事
業
の
補
助
を
受

け
、
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

で
「
決
算
書
の
見
方
と
財
務
分

析
１
」
の
研
修
を
受
講
し
ま
し

た
。
以
前
、
今
回
講
師
で
教
え

て
頂
い
た
土
屋
公
認
会
計
士
と

は
面
識
が
あ
り
、
少
な
い
時
間

な
が
ら
も
、
わ
か
り
や
す
い
教

え
方
だ
と
い
う
印
象
が
あ
り
、

よ
り
深
く
財
務
状
況
を
的
確
に

判
断
し
、
今
後
の
事
業
の
方
向

性
と
事
業
展
開
の
あ
り
方
や
コ

ス
ト
に
対
す
る
意
識
を
向
上
で

き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
、
大
企
業
の
一
部
を
除

き
多
く
の
企
業
は
市
場
構
造
や

金
融
構
造
の
変
化
で
、
企
業
の

財
務
状
況
は
厳
し
い
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る
に

は
、
経
営
者
を
は
じ
め
、
様
々
な

部
門
の
管
理
者
一
人
一
人
が
財
務

状
況
を
把
握
し
、
コ
ス
ト
に
対
す

る
意
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
さ
に
そ
う
感
じ
て
い
る

人
々
が
、
参
加
し
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

研
修
内
容
の
方
も
、
ま
ず
基
本

の
決
算
書
の
仕
組
み
と
解
読
法
に

つ
い
て
学
び
、
仮
想
の
企
業
の
決

算
書
を
基
に
財
務
分
析
を
行
い
、

現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
有
効

な
財
務
分
析
手
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
仮
想
の
企
業
の
問
題

点
を
、
そ
の
企
業
の
経
営
者
に
な

っ
た
つ
も
り
で
考
え
て
い
き
、
ど

の
よ
う
に
経
営
を
改
善
し
革
新
を

図
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、

演
習
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

交
流
会
の
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の

方
々
と
話
し
た
り
す
る
機
会
が
で

き
、
業
種
に
と
ら
わ
れ
な
い
発

想
も
い
ろ
い
ろ
や
り
方
次
第
で

は
可
能
性
は
あ
る
な
と
痛
感
し

ま
し
た
。

こ
の
有
意
義
な
経
験
を
で
き

る
場
所
が
近
く
に
あ
る
の
で
す

か
ら
、
意
欲
の
あ
る
人
々
が
積

極
的
に
も
っ
と
参
加
す
れ
ば
、

必
ず
何
か
得
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
松
元
町
も
一
昔
前
と
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に

思
え
ま
す
し
、
今
後
も
か
な
り

変
化
し
て
い
く
町
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
車
社
会
に
な
っ

た
中
で
、
高
齢
化
社
会
と
ま
た

若
い
世
代
の
人
々
が
融
合
す
る

町
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
な
形
が

望
ま
し
い
の
か
、
各
世
代
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ

か
り
と
り
な
が
ら
考
え
、
我
々

商
工
会
青
年
部
員
も
経
営
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国税に関する取扱いについて、これまで松元町は伊集院税務署が管轄しておりましたが、平成16年11月１

日の鹿児島市との合併により同日以降は鹿児島税務署の管轄に変更になります。

なお、変更に伴う届出等の手続きは特に必要ありません。

鹿児島税務署の所在地は次のとおりです。

〒890－8691 鹿児島市荒田１丁目２４番２４号　�255－8111（代表）

ひ
お
き
森
林
組
合
の
機
構
改
革

に
基
づ
き
十
月
か
ら
松
元
支
所
が

閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
本

所
管
轄
に
な
り
ま
す
。

ひ
お
き
森
林
組
合
本
所
は

�
〇
九
九
―
二
七
四
―
二
七
〇

三住
所
　
東
市
来
町
美
山
一
四
三

五

― 17 ―

合
併
に
よ
る
町
職
員
組
合
の
解

散
に
あ
た
り
、
職
員
組
合
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
地
域
住
民

の
方
々
に
幅
広
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
町
中
央
公
民
館
図

書
室
に
三
百
六
十
八
冊
の
図
書
の

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

「
い
し
こ
ろ
文
庫
」
と
し
て
住

民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
頂
き

ま
す
。

研
修
を
終
え
て

上
谷
口
　
森
　
　
幸
広�

人
材
育
成
海
外
等
派
遣
研
修
事
業
に
よ
り
中
小
企
業
大
学
で
研
修�

上谷口
森　　幸広

税務署の管轄が変わります

ひ
お
き
森
林
組
合
松

元
支
所
の
閉
鎖
に
つ

い
て
（
お
知
ら
せ
）

町
職
員
組
合
よ
り献

本
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８月７日�「東京松元会」が東京中野サンプラザで四元町長参加のもと約100人の出席で盛大に
行われました。

松
元
町
民
の
み
な
さ
ま
、
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
、
今
日

ま
で
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
わ
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寝
苦
し
い
夜
も
過
去
に
な
り
、
だ

ん
だ
ん
と
風
も
心
地
よ
く
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
暖
か

く
、
日
ざ
し
の
眩
し
か
っ
た
思
い
出

の
鹿
児
島
を
思
う
と
、
東
京
の
四

季
の
変
わ
り
目
を
一
段
と
実
感
し

ま
す
。

さ
て
、
毎
年
約
百
名
の
会
員
の

か
た
が
た
に
参
加
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
『
東
京
松
元
会
』
は
、
今
年

は
十
一
月
一
日
の
鹿
児
島
市
と
の

合
併
に
伴
い
ま
し
て
、
例
年
よ
り
も

早
い
、
去
る
八
月
七
日
�
盛
大
に

開
催
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
育
ん
で
き
た
東
京
松

元
会
は
旧
友
と
の
友
情
、
こ
こ
で

新
た
に
生
ま
れ
た
出
会
い
、
そ
し

て
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
交
流

は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
私
た
ち
の
「
心
の
オ
ア
シ
ス
」

で
す
。

四
元
町
長
並
び
に
鹿
児
島
市
の

東
京
事
務
所
長
、
木
佐
貫
芳
弘
様

に
も
公
私
に
わ
た
り
ご
多
忙
の
中
出

席
賜
わ
り
ま
し
た
。
松
元
町
・
鹿

児
島
市
の
現
状
、
そ
し
て
合
併
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
を
頂
戴

し
、
今
後
の
「
ふ
る
さ
と
松
元
」
の

発
展
と
希
望
を
全
員
で
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
三
十
一
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
、
赤
崎
市
長
の
市
政
報

告
会
に
は
、
東
京
松
元
会
よ
り
約

三
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
市

長
よ
り
合
併
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
鹿
児
島
市
へ
の
合
併

に
伴
い
、
今
後
の
東
京
松
元
会
の

存
続
に
つ
い
て
検
討
致
し
ま
し
た
。

出
席
者
並
び
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
方
々
を
含
め
、『
存
続
さ
せ
て
ほ

し
い
』
と
い
う
お
声
を
多
数
頂
き
、

中
馬
三
郎
会
長
を
中
心
に
【
ふ
る

さ
と
松
元
を
心
か
ら
愛
す
る
方
々

を
対
象
に
】
心
新
た
に
始
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
故
郷
を
後
に
し
た
の
は
、
昭

和
三
十
五
年
の
上
伊
集
院
村
の
時

代
で
上
伊
集
院
中
学
校
最
後
の
卒

業
生
で
す
。
村
か
ら
町
へ
更
に
市

へ
止
め
ら
れ
な
い
時
の
流
れ
を
感
じ

ま
す
。

♪
　
こ
こ
ろ
ざ
し
を
　
は
た
し
て

い
つ
の
ひ
に
か
　
か
え
ら
ん
　
♪

と
い
う
唱
歌
の
一
筋
を
胸
に
関

東
に
で
て
こ
ら
れ
た
方
々
…
…

東
京
松
元
会
も
志
を
持
っ
て
、

ふ
る
さ
と
の
よ
り
た
く
さ
ん
の
仲
間

に
自
慢
で
き
る
よ
う
な
会
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
松
元
会
は
今
後
も
形
を
変

え
て
存
在
し
続
け
ま
す
。
新
し
い
出

会
い
と
絆
を
大
切
に
、
い
つ
も
変
わ

ら
ぬ
笑
顔
の
集
ま
る
場
所
と
し
て
。

■
お
問
合
せ
先

東
京
松
元
会
事
務
局
長

㈱
ア
ト
リ
エ
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ

建
築
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役
　
兒
玉
芳
裕

�
〇
三
―
三
七
一
九
―
五
二
八
六

�
〇
三
―
三
七
一
五
―
五
六
六
四

心
新
た
に
東
京
松
元
会
存
続
へ

松元の町長を囲んで�故郷�故郷�故郷�松元の町長を囲んで�

「
東
京
松
元
会
」
の
事
務
局
よ
り
、
会
の
様
子
を
知
ら
せ
る
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
紹
介
い
た

し
ま
す
。
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随
筆�

天
国
の『
ば
っ
ば
ん
』へ
の
感
謝
状�

石
谷
　
南
　
　
善
文�

201

　
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
九
月
初
め
に
最
愛
の
ば
っ

ば
ん
が
他
界
し
ま
し
た
。
告
別
式
の
最
後
ま
で
堪

え
た
涙
が
お
別
れ
の
花
を
棺
に
入
れ
た
途
端
に
溢

れ
だ
し
目
を
閉
じ
た
や
さ
し
い
顔
の
ば
っ
ば
ん
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。�

　「
ば
っ
ば
ん
ご
め
ん
ね
」
そ
う
言
う
の
が
精
一
杯

で
し
た
。�

　
ば
っ
ば
ん
は
親
戚
で
も
な
い
近
所
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
し
た
が
共
働
き
で
い
つ
も
家
に
い
な
い
両

親
の
代
わ
り
に
私
た
ち
兄
弟
の
面
倒
を
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。�

　「
善
ち
ゃ
ん
、
ま
み
ち
ゃ
ん
、
育
ち
ゃ
ん
花
火
大

会
に
行
こ
か
い
」
ま
た
「
今
度
は
動
物
園
に
行
こ

か
い
」
…�

　
と
て
も
裕
福
と
は
い
え
な
い
ば
っ
ば
ん
で
し
た

が
私
た
ち
兄
弟
を
非
常
に
可
愛
が
り
、
機
会
が
あ

っ
て
は
色
々
と
あ
そ
び
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。�

　
幼
き
日
の
私
は
自
宅
に
誰
も
い
な
い
の
で
、
ば

っ
ば
ん
の
家
に
毎
日
の
よ
う
に
行
き
、
ば
っ
ば
ん

が
い
な
い
と
寂
し
く
て
泣
き
な
が
ら
近
く
の
畑
を

探
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。�

　「
善
ち
ゃ
ん
、
男
の
子
が
泣
い
た
ら
い
か
ん
よ
。

ほ
ら
こ
れ
を
食
べ
な

さ
い
」�

　
ば
っ
ば
ん
は

優
し
い
笑
顔
で

迎
え
、
私
は

子
ど
も
心
に

安
心
し
な
が
ら

蒸
か
し
た
さ
つ

ま
芋
を
食
べ
た
記

憶
が
今
で
も
は
っ
き

り
と
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
、
我
が
町
は
市
町
村
合
併
と
い
う
時
代
の
流

れ
の
中
で
大
き
く
発
展
が
期
待
さ
れ
る
半
面
、
今

以
上
に
地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
、
損
な
わ
れ
る
事

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ば
っ
ば
ん
が
、
た
だ
の
近
所

の
子
ど
も
で
あ
る
私
た
ち
兄
弟
に
与
え
て
く
れ
た

愛
情
と
は
形
や
中
身
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

昔
は
ど
の
家
庭
や
ど
の
地
域
で
も
色
々
と
密
接
し

た
近
所
関
係
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
今
現
在
、
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
『
道

路
で
あ
っ
た
人
で
も
知
ら
な
い
人
と
は
、
話
を
す

る
な
』
と
、
子
ど
も
に
教
え
な
い
と
い
け
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。
私
も
二
人
の
小
学
生
の
子
ど
も

を
持
つ
親
と
し
て
家
庭
や
学
校
は
勿
論
で
す
が
地

域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
必
要
性
を
常
に
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
合
併
を
機
に
よ
り
人
に
優
し
い

公
民
館
組
織
に
な
り
地
域
の
連
帯
感
が
深
ま
っ
て

欲
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。�

�『
天
国
の
ば
っ
ば
ん
へ�

　
も
う
ば
っ
ば
ん
が
亡
く
な
っ
て
二
週
間
が
過
ぎ

ま
し
た
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
と
天
国
で

会
え
ま
し
た
か
。
二
人
の
子
ど
も
を
女
一
人
で
立

派
に
育
て
た
こ
と
や
他
人
に
親
切
に
し
た
こ
と
、

ご
主
人
に
褒
め
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ば
っ
ば
ん
が
生
き
て
い
る
時
に
も
っ
と
も
っ
と
恩

返
し
を
し
た
か
っ
た
け
ど
出
来
な
く
て
ご
め
ん
な

さ
い
。
で
も
ば
っ
ば
ん
の
生
き
方
を
手
本
と
し
て

ば
っ
ば
ん
み
た
い
に
誰
に
で
も
親
切
に
な
れ
る
人

間
に
な
り
、
合
併
は
し
て
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
世
話
が
出
来
る
大
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
』�

松元町の終焉にあたって、本町の歴史である過去の広報紙を、デジタル保存してＣＤに収録しまし
た。古くは、上伊集院村報昭和26年１月号から広報「まつもと」359号まで約3600ページ分です。
広報紙には、その町の歴史や伝統、文化が刻まれています。また、町内唯一の郷土芸能入佐棒踊り

も収録され、合併前の松元町の記録や姿が残されています。出来上がったＣＤは、役場や町内の学校、
中央公民館図書室などに配付しますので、活用ください。なお、個人で購入を希望される方は、直接、
お申込みください。
（保存は、ＣＤとＤＶＤ2種類に収められています。）

デジタル保存したＣＤ・ＤＶＤはの価格は
Ｃ　Ｄ　１パック（ＣＤ４枚） 3,750円
ＤＶＤ　１パック（１枚） 3,750円

個人の購入は直接下記へお申し込みください。
有限会社トータルクリエイトMIYATA
〒890－0005 鹿児島市下伊敷町１丁目40－15
�099－218－9277 �099－229－5400 http://www.tc-m.jp

松元町の歴史をＣＤに収録松元町の歴史をＣＤに収録
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自
治
公
民
館
名
　
氏
　
名
　
　
保
護
者�

福
山
中
　
有
村
　
　
萌
　
　
晋
一�

馬
　
場
　
脇
　
優
里
奈
　
　
誠�

春
山
地
域
外

　
藤
原
　
遥
那
　
　
憲
昭�

寺
　
脇
　
田
中
こ
な
つ
　
　
憲
一�

平
和
団
地
　
肝
付
　
千
夏
　
　
法
彦�

折
尾
駅
前
　
窪
田
　
結
菜
　
健
太
郎�

春
山
地
域
外

　
鮫
島
隆
之
介
　
　
尚
志�

仁
田
尾
団
地

　
久
保
田
朝
夏
　
　
正
人�

　
〃
　
　
　
〃
　
陽
夏
　
　

〃�

県
教
職
員
住
宅

　
盛
山
　
桂
匠
　
　
春
樹�

桟
敷
原
　
森
　
　
陸
斗
　
　
正
己�

福
山
中
　
中
園
　
怜
奈
　
　
豊
志�

馬
　
場
　
泉
　
　
篤
志
　
慎
一
郎�

平成16年９月30日現在�

世帯数 4,633 （＋ 4）�

総人口 12,715 （＋17）�

　男 6,127 （＋ 9）�

　女 6,588 （＋ 8）�

（　）は９月号比�

（面積51.05 �）�

町の人口�

情報�情報�

う
ぶ
ご
え�

（
敬
称
略
）�

●秋の山菜おこわ�

19
レシピ�

〈材料〉6人分�
　もち米　　　　　 ２カップ�
　米　　　　　 １／２カップ�
　栗　　　　　　　 ６～12粒�
　水煮大豆　　　　　　100g�
　しめじ　　　　　　　 60g�
　生しいたけ　　　　　 40g�
　油揚げ　　　　　 １／２枚�
　にんじん　　　　　　 40g�
☆　サラダ油　　　 こさじ１�
　だし汁　　　　　　　500㏄　みりん・酒　各大さじ１�
　うすくちしょうゆ 大さじ１　塩（少々）�
　枝豆（冷凍）　　　　　 50g�

〈作り方〉�
①しめじは軽く洗い、小さくさいておく。生しいたけもさっと洗い
細くきる。油揚げは、油抜きしたあと短冊切にする。�
②にんじんは、３㎜位の厚さで型抜きし、残りは千切りにし
ておく。水煮大豆は、ざるに入れ　水切りしておく。�

③☆のサラダ油で、しめじ、生しいたけ、千切りのにんじんを
さっと炒め、さます。だし汁も、早めにとり覚ましたほうが
良い。�
④前もって洗っておいたもち米・米、３の具、油揚げ、大豆、栗
とAを炊飯器に入れ、普通に炊く。�
⑤おこわを器に盛り、彩りを整える。枝豆を散らす。�

★秋の食材いっぱいに詰め込んだ炊き込み御飯です。色彩、味とも
楽しみましょう。中の具材は、さつま芋や鶏肉でも大丈夫です。�

10

健康づくり公園の催し�

ＴＥＬ　278‐5100�
10月31日（日）�

伊集院オープン卓球大会（体
育館）�

11月６日（土）～７日（日）�
全九州中学校卓球選手権大
会県予選（体育館）�

11月６日（土）�
鹿児島市小学校教職員ソ
フトテニス大会（テニス場）�

11月13日（土）�
旧松元町グラウンドゴル
フ交歓大会（グラウンド）�

11月13日（土）�
スポーツタニヤマ杯中学校
女子バレーボール大会（体育館）�

11月14日（日）�
ツネヨシスポーツ杯バスケ
ットボール大会（体育館）�

11月17日（水）�
日置地区中学校新人体育
大会（卓球）（体育館）�

11月20日（土）～21日（日）�
県下小・中学生卓球大会（体
育館）�

11月27日（土）�
日置地区子ども大会（ドーム）�

10 月 の 納 税 �

町県民税　　　３期�
国民健康保険税　６期�
税金は納期内に納めましょう。�
納税は、便利な口座振替で�

お
く
や
み�

自
治
公
民
館
名
　
氏
　
名
　
　
　
年
齢�

福
山
中
　
大
内
田
光
治
　
　 

68�
入
田
本
坊
　
和
田
　
テ
ル
　
　 

94�
福
山
上
　
江
口
　
正
夫
　
　 

75�

石
谷
西
　
原
野
フ
ヂ
ヱ
　
　 

87�

内
田
下
３
　
小
　
　
政
充
　
　 

78�

仁
田
尾
後
　
四
元
マ
ツ
ヱ
　
　 

92�

仁
田
尾
後
　
森
　
ヒ
ロ
子
　
　 

82�

桟
敷
原
　
大
内
田
マ
ツ
エ
　 
85
�

町
社
協
に
寄
付�

A

も
え�

ゆ

り

な�

は
る  

な�

ち  

な
つ�

ゆ
う  

な�

と
も  

か�

は
る  

か�

け
い
し
ょ
う�

り
く  

と�

れ
　 

な�

あ
つ  

し�

り
ゅ
う 

の
　
す
け�

「
広
報
ま
つ
も
と
」
が�

「
か
ご
し
ま
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
に
変
わ
り
ま
す�

　
広
報
「
ま
つ
も
と
」
は
、
十
月

号
の
三
五
九
号
を
持
っ
て
最
終
号

と
な
り
ま
す
。�

　
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
な
お
、
十
一
月
一
日
付
で
鹿
児

島
市
の
広
報
紙
「
か

ご
し
ま
市
民
の
ひ

ろ
ば
」
が
配
付
さ

れ
ま
す
。�

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ�

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ�

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ�

閉
町
記
念
誌
の
配
付
の
お
知
ら
せ�

　
松
元
町
が
閉
町
す
る
に
あ
た
っ
て
、

松
元
町
の
記
念
誌
を
作
り
ま
す
。�

　
内
容
は
、
校
区
を
単
位
と
し
た

歴
史
を
中
心
に
文
化
財
、
公
共
施
設
、

学
校
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

　
発
刊
は
十
一
月
中
旬
で
す
、
自

治
公
民
館
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付

致
し
ま
す
。�

ZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZ

　
次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
、
故
人
の
香
典
返
し
に
か
え

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
め
い

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
氏
　
名
　
　
　
　
　
自
治
公
民
館
名�

南
　
カ
ヲ
ル
　
　
　
　
　
石
谷
西�

　（
故
、
南
　
　
秀
雄
）�

東
　
　
洋
子
　
　
　
　
　
内
田
上�

　（
故
、
東
　
　
益
雄
）�

吉
冨
　
　
巌
　
　
　
　
　
向
　
原�

　（
故
、
吉
富
　
ス
ミ
ヱ
）�

有
村
　
弘
子
　
　
　
　
　
福
山
上�

　（
故
、
江
口
　
正
夫
）�

原
野
　
　
忍
　
　
　
　
　
石
谷
西�

　（
故
、
原
野
　
フ
ヂ
ヱ
）�

上
之
　
シ
ヅ
子
　
　
　
　
入
田
本
坊�

　（
故
、
上
之
　
　
巽
）�

大
内
田
　
ヨ
ウ
子
　
　
　
福
山
中�

　（
故
、
大
内
田
　
光
治
）�

四
元
　
　
伸
行
　
　
　
　
仁
田
尾
後�

　（
故
、
四
元
　
マ
ツ
ヱ
）�

（
九
月
十
七
日
ま
で
の
分
で
す
）�

Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
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Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
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